
20

本施設は北海道札幌市内に位置し、下水道の仕組みや水環境の
保全に果たす役割など札幌市の下水道の知識を楽しみながら学
ぶ広報施設である。建物はエントランス部分にカーテンウォール
を採用し明るく開放的な空間構成とすることで下水道の暗いイ
メージを払拭し清潔感を持たせている。屋根形状は、曲面を用い
てシンボリックなイメージとし都市景観のアクセントとすることで、
札幌市下水道の伝統と先進性を表現した。外構は白を基調とし、
曲面のデザインを取り入れることで建物と外部空間の調和に配慮
している。玄関前には水の流れをイメージしたオブジェを配置し
建物へのアプローチのしやすさ、外部から内部への誘引性を狙っ
て計画した。

本施設は北海道置戸町に位置する下水処理場である。置戸町は北
海道の東部に位置し、豊かな森林資源を活かしたまちづくりを行っ
ている町である。町の基本イメージに適した建築施設の実現を目

標に、基本資源である「木｣をモチーフとして施設計画を行った。
「木｣を使うことにより周辺環境との一体感が図れ、親しみのあるフ
ァサードとすることができた。

本施設は北海道弟子屈町に位置する下水処理場である。弟子屈町
は北海道の東部に位置し、屈斜路湖や摩周湖を有する自然豊かな
町である。観光都市としての町づくりを行っている一方、町特有の
風土と地域文化を推進するために、建築物により地域文化の形成
をめざしている町でもある。
下水処理場は機能第一優先の施設であり、極端な意匠性を要求さ

れないことが多いが、公園に面する立地条件であることや、創造性
豊かな建築物による地域社会の発展への寄与を目標とする町の意
向を汲み、「北ヨーロッパの古いたたずまい」をイメージさせるデ
ザインを採用した。建築デザインにより下水処理場のイメージ向
上を図るとともに、町の発展に寄与できる施設となった。
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